
7 年 10 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
◆ 活動の様子の写真・成果物の写真

◆ :
◆ :

◆ :

◆ :

＜目的＞

◆ :

◆ :

◆ :

＜成果＞

◆ 実施した結果 :

◆ 得られた成果 :

◆ 課題点 :

◆ 活動内容の追加コメント

ブルーシートの補修作業、ミシンや強力テープで補強

◆ 連携した結果に対する意見または評価

◆ 今後の連携強化に向けた課題

生産性を意識した行動が
     身についてきた

初めての作業にチャレンジする精神や
     他のメンバーとのチームワーク、協調性

メンバーの能力等により地域連携活動に
    参加困難な方への支援

修繕再利用によるコスト削減の為、社員で行う予定の作業だったが中々時間が取れず今回の依頼に至った。
1年分の新規購入費を抑えられ費用対効果があった。今後も継続利用の価値があると充分判断できた。

目標数、時間内に依頼内容をクリアして頂き、業務委託の幅が広がった。以後も検討してみたい。

地域連携活動の
ねらい

地域にとっての
メリット
対象者にとっての
メリット

障がい者の働く場を提供する事で、
自立を助け一般就労への意欲向上

障がい者雇用への理解
人手不足解消

労働意欲向上・生産活動の喜び

住 所       奥州市水沢東大通り3丁目1-4 管理者名      粟野 伸子

活動場所      一条工務店仙台

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名       ほまれの家奥州店 事業所番号      311500722

連携先企業名 一条工務店仙台 担当者名 工事部課⾧ 小原 賢一

電話番号       0197-34-3993 対象年度      令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

実施した生産活
動・施設外就労

の概要

実施日程

利用者数

     令和7年9月

地域企業の人材不足への対応として、
ブルーシートの補修作業を切り出し、
施設外就労として実施することで、企業内での
障害者の働く場づくりに取り組んでいる

3名

様式１


